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1．開催の趣旨
　日本ジャンボリーは、4年を周期に、全国の代表スカウトと指導者、そして海外からの参加者
を交えた我が国スカウト運動最大のスカウト教育イベントである。
　日本ジャンボリーは、参加スカウトが「ちかい」と「おきて」を実践し、班制教育や進歩制度な
どスカウト教育の基本を重視した質の高いスカウト活動を促進する機会として、また、ジャンボ
リーならではのプログラムに参加することにより新たな発見や感動を体感するとともに、スカウ
ト同士の友情の絆を結び、海外からの参加者との交流を通じて､国際感覚を身に付け世界平和を
考える機会を提供するなど、青少年の自己成長を促すための大会として開催している。
　同時に、日本連盟としては、大会全体の中でスカウト運動が取り組むべき課題や将来への展望
について検証する機会として捉え、その実施にあっては、世界スカウト機構の示すガイドライン
および基本要件を視野に入れ、青少年の現在と将来に係わりの深い課題を取り入れたプログラム
を地域社会や関係組織・友好団体と一体となって展開し、日本ジャンボリーの開催を通じて、本
運動を国内外の社会に広くアピールし、スカウト運動の一層の躍進を図る契機とした。

2．大会の目的
　本大会に参加した青少年たちが、世界文化遺産登録を目ざす霊峰富士山麓の豊かな自然の中で
のキャンプ生活や様々なプログラム活動に挑戦することにより相互理解と協調性を養い、また環
境や健康の諸問題を考えることをとおして、持続可能な社会について共に考え行動する機会とし
た。

3．大会のテーマ
世界に向かって　でっかく羽ばたけ！

　今大会は、2015年に日本で開催される世界スカウトジャンボリーに向けた第一歩であり、スカ
ウト運動が大会の参加者の力によって大きく飛躍・前進する契機とした。
　壮大な富士を仰ぐとスカウト運動の創始者ベーデン-パウエル卿が遺した言葉が胸に湧いてく
る。My mountain says“Look wider; look higher; look farther ahead, and a way will be seen.”（我
が山が「もっと広く高く、そして遠くを見よ、そうすれば、道は見えてくるだろう」と、私をさ
とし示している）。朝霧高原で自然環境と調和を図り、全国の青少年と世界の仲間とともに、広
い視野、より高い志をもって、富士山のように「でっかく成長しよう」という願いを込めて、大
会テーマとした。

4．大会のコンセプト
（1）地球環境との共生を考える
（2）強健な身体とそれを支える食の大切さを体感する
（3）地域社会や関係組織・諸団体と一体となって開催する
（4）ゆとりのある大会を目ざす

5．主　　催　　公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

6．後　　援　　文部科学省、防衛省、
　　　　　　　静岡県、静岡県教育委員会、富士宮市、富士宮市教育委員会、
　　　　　　　NHK静岡放送局

7．特別協力　　チャレンジ２5キャンペーン（環境省）

8．支　　援　　陸上自衛隊第1師団、第34普通科連隊

9．開催期間　　平成22年（2010年）8月2日（月）～8月8日（日）
　　　　　　　参加者は8月1日（日）に入場し、9日（月）に退場（8泊9日）
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10．日　　程
　世界スカウトジャンボリーの11日間（入場日、退場日を入れると12泊13日）を視野に入れ、今
大会の会期はこれまでのジャンボリーの5日間より2日長い7日間（入場日、退場日を入れると
8泊9日）とした。

　プログラムの実施時間については、ゆとりある大会を実現するために、次の基本日課の午前・
午後・夜間の活動時間内とした。また、参加者がモジュール制により全てのプログラムに参加す
るため、午前・午後の時間をそれぞれ3時間とした。

　参加者は、入場日から退場日までの全日程に参加することを原則に、長期の奉仕者確保が難し
い状況があることから、交代参加を設定した。派遣隊の副長および副長補、派遣団要員、大会本
部要員については、やむを得ない事情がある場合に限り、県連盟派遣団および大会本部の承認を
得て、大会の前半と後半で交代参加できることとした。交代参加の区分と参加日程については、
次のとおり定めた。

11．会　　場　　静岡県富士宮市　朝霧高原
　　　　　　　�第１3回世界ジャンボリーの会場であった朝霧アリーナを中心に周辺の牧草地、朝

霧ジャンボリーオートキャンプ場、静岡県立朝霧野外活動センターなどを会場と
した。

　　　　　　　JR東海道新幹線新富士駅または東海道線富士駅より約35㎞。
　　　　　　　海抜　平均800～860m。

〈日程表〉� 網かけは全体行事
日　数 日　程 主な行事 午前 午後 夜間

7月28日（水） 先々発要員到着 先々発要員到着・設営・準備作業
7月29日（木） 先発要員到着 先発要員到着・設営・準備作業
7月30日（金） 大会本部要員到着 大会本部要員到着・設営 事前訓練
7月31日（土） 準備作業 準備作業

前　日 8月1日（日） 派遣隊到着・設営 派遣隊到着・設営
第1日 8月2日（月） 開会式 開会式
第2日 8月3日（火） プログラム プログラム プログラム
第3日 8月4日（水） プログラム プログラム プログラム
第4日 8月5日（木） スカウト平和の日 平和祈念式典 ジャンボリー大集会
第5日 8月6日（金） プログラム プログラム プログラム
第6日 8月7日（土） プログラム プログラム プログラム
第7日 8月8日（日） 環境整備・閉会式 環境整備 閉会式
翌　日 8月9日（月） 参加者退場 派遣隊退場 派遣隊・大会本部要員退場

8月10日（火） 後発要員退場 片付作業・後発要員退場

〈基本日課〉
起床　　　　6：00 夕食　　　　１8：00
朝食　　　　7：00 国旗降納　　１8：30
国旗掲揚　　8：30 夜間の活動　１９：30～２１：00
午前の活動　9：00～１２：00 就寝　　　　２１：00
昼食・休憩　１２：00～１3：30 消灯　　　　２２：00
午後の活動　１3：30～１6：30

〈参加日程〉
参加の区分 参加日程（泊数・食数）

派遣隊指導者
（副長または副長補に限る）

前半：（5泊6日・15食）　8月1日（日）夕食～8月6日（金）昼食
後半：（5泊6日・14食）　8月4日（水）夕食～8月9日（月）朝食

派遣団要員 前半：（7泊8日・21食）　7月30日（金）夕食～8月6日（金）昼食
後半：（5泊6日・15食）　8月4日（水）夕食～8月9日（月）昼食

大会本部要員 前半：（7泊8日・21食）　7月30日（金）夕食～8月6日（金）昼食
後半：（5泊6日・15食）　8月4日（水）夕食～8月9日（月）昼食
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12．人数規模
　世界スカウトジャンボリーの参加対象年齢（14歳から17歳）を参考に、１5NJでは日本的に学年
で区切ることとし、日本の部門編成に合わせ、派遣隊にボーイスカウト班とベンチャースカウト
班を設け、ともに参加することとした。
　これまで奉仕隊や上級班長、隊付として参加していたベンチャースカウトを派遣隊のスカウト
として参加するにあたり、隊全体に奉仕しながら自らも大会を楽しみ、後輩のスカウトたちの見
本となることを期待した。
　また、一般の小中学生を対象とした「オープン参加」を試み、大会本部要員には、関係諸団体、
一般成人等からの奉仕を歓迎した。

13．期間中の天候

（1）参加人員
派遣隊

オープン参加 派遣団要員 大会本部要員 計 備考

加盟員
378こ隊　14,868人
（音楽隊等3こ隊

114人を含む）

279人
（交代参加者36人を含む）

1,910人
（交代参加者535人を含む）

17,057人 46都道府県連盟

海外 706人 89人 795人 41か国・地域

一般・
諸団体

1,498人
（日帰り参加1,429人
キャンプ参加69人）

32人
（アウトドアチャレンジ25人

一般ボランティア7人）
1,530人

計 17,072人 279人 2,031人 19,382人

（2）来場者（8月2日から8日までののべ人数）
8月2日 8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 計

見学者 465 567 1,101 4,470 1,961 3,995 805 13,364
来賓・招待者 114 22 16 11 29 6 27 225

計 579 589 1,117 4,481 1,990 4,001 832 13,589

要素 降水量 平均気温 最高気温 最低気温 湿度 日照時間
単位 ㎜ ℃ ℃ ℃ ％ h

7月28日（水） 161.8 21.6 25.4 19.6 98.0 0.0
7月29日（木） 79.4 19.9 20.8 18.7 100.0 0.0
7月30日（金） 10.4 22.3 25.7 20.3 99.4 0.0
7月31日（土） 0.4 24.1 27.7 21.3 95.5 5.2

前　日 8月1日（日） 0.2 24.6 28.3 21.6 95.9 4.1
第1日 8月2日（月） 18.8 22.4 24.8 21.5 99.7 0.0
第2日 8月3日（火） 30.0 23.3 28.1 20.9 93.2 7.5
第3日 8月4日（水） 2.6 22.2 25.2 20.3 98.7 0.2
第4日 8月5日（木） 0.6 23.2 27.9 19.7 95.7 3.9
第5日 8月6日（金） 0.2 22.8 26.5 20.6 96.1 2.4
第6日 8月7日（土） 0.0 22.5 27.3 18.3 86.1 9.3
第7日 8月8日（日） 2.4 22.2 25.7 18.2 88.2 2.9
翌　日 8月9日（月） 27.4 21.2 24.1 19.2 98.4 0.0

8月10日（火） 4.8 22.2 24.7 20.8 98.5 0.0
合計 339.1
平均 24.2 22.5 25.9 20.1 96.0 2.5

参考資料：株式会社前川提供
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14．大会の運営・組織
　事前の準備は、平成19年度に企画委員会（新藤委員長）を9回開催し、基本構想を策定し、平
成20年度より実行委員会（新藤委員長）を開催し、同委員会のもとに13の専門部会を編成して具
体的な諸準備が進められた。
　今大会の会期はこれまでのジャンボリーの5日間より2日長い7日間（入場日、退場日を入れ
ると8泊9日）とし、参加対象も小学校6年生から高校3年生までとした。
　サブキャンプの運営を大会本部に含めるなど大会組織や運営は、大会本部を中心とした簡素で
効率的な組織運営を図り、県連盟派遣団本部や外国派遣団本部はサブキャンプには配置せず、ス
カウトセンターに派遣団本部エリアを設け、ブロックごとに集約配置を行い、大会本部要員・県
連盟および外国派遣団要員は、原則として成人生活地域（成人サブキャンプ）でのキャンプとした。
　今回は、加盟員以外の青少年を参加対象とした「オープン参加」を実施し、ジャンボリーに参
加し、国内や海外のスカウトとの交流や様々な自然体験活動を体験した。

　（1）大会本部の組織
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　（2）大会本部各部の所掌業務
部　　署 所掌業務

総合サービス部 大会本部各部との連絡調整に関すること
派遣団との連絡調整に関すること
参加者への情報提供に関すること
参加者の申込・受付に関すること
大会の事務に関すること

サブキャンプサービス部 サブキャンプ内の派遣隊指導者同士のコミュニケーションに関すること
期間中の派遣隊への連絡に関すること
派遣隊の生活に関すること
派遣隊のプログラム参加に関すること

大会本部要員サービス部 大会本部要員の配属に関すること
大会本部要員・派遣団要員の生活に関すること
成人のプログラムに関すること

ゲストサービス部 見学者に関すること
来賓・来訪者に関すること
レセプションに関すること

広報部 参加者のコミュニケーションに関すること
大会の情報提供に関すること
写真・映像記録に関すること
スカウト通信員に関すること

プログラム部 ジョイン・イン・ジャンボリーに関すること
テーマ別プログラム（場内・場外）に関すること
ジャンボリー広場の展示に関すること
信仰奨励に関すること
スカウト平和の日に関すること
サブキャンププログラムに関すること
ジャンボリー・フレンドシップ・アワードに関すること

全体行事部 セレモニー（開会式・閉会式）に関すること
ジャンボリー大集会に関すること
スカウト平和の日に関すること
アリーナの国旗儀礼に関すること
アリーナの使用統制に関すること

オープン参加部 オープン参加の企画に関すること
オープン参加者の募集に関すること
オープン参加者の生活に関すること

輸送部 場内・会場周辺の交通統制に関すること
参加者の輸送に関すること
期間中の人員・荷物の輸送に関すること
業務用車両に関すること
駐車場に関すること

安全・救護部 会場内の警備に関すること
防災に関すること
救護に関すること
危機管理に関すること

施設・資材部 会場の利用に関すること
設備の構築・維持管理に関すること
資材・器具の調達・配分に関すること

配給部 派遣隊の食料と炊事用燃料に関すること
本部食堂に関すること
プログラムに必要な食材に関すること
要員の福利厚生に関すること

販売部 スカウト用品売店に関すること
一般売店、一般食堂に関すること
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　（3）派遣団の編成
　大会の参加にあたっては、ボーイスカウトの都道府県連盟（以下、県連盟と略す）、各国連盟、
関係諸団体単位で派遣団を編成した。海外からのスカウト関係者の参加は、当該国連盟が承認
した派遣団とした。
　派遣団は、派遣隊ならびに大会本部要員で編成し、諸調整を行う派遣団要員を置いた。
派遣団要員は、参加申し込み等の諸手続きや輸送計画を調整するとともに、派遣団参加者に大
会の情報を伝え、参加準備を支援した。
　また、派遣団要員は、大会期間中の当該派遣団参加者に関する事件・事故等の問題解決を支
援するとともに、各地域のスカウト活動や関係諸団体の活動を紹介する等大会のプログラムに
も協力した。
派遣団の組織と業務の標準は、次のとおり定めた。
①　派遣団長
　　派遣団長は、派遣団を代表し、派遣準備および派遣団業務を統括する。
②　副派遣団長
　　�副派遣団長は、派遣団長を補佐し、派遣団長不在のときは、その職務を代行する。代行に
ついては、そのつど派遣団長が指示し、総合サービス部に通報する。

　　少人数の派遣団においては、派遣団長の指示する業務を分掌する。
③　派遣隊担当
　　�派遣隊担当者は、派遣隊の準備ならびに期間中の各隊との連絡調整ついて、派遣団長を支
援する。

　　�派遣隊指導者の傷病や急な帰宅等による欠員、および傷病スカウトの看護に際しては、当
該派遣隊の指導者を支援し、必要に応じて代行する。

④　大会本部要員担当
　　�大会本部要員担当者は、大会本部要員の募集と編成、事前準備等について、派遣団長を支
援する。大会本部要員の配属や到着・出発について、大会本部要員サービス部と連携する。

⑤　輸送担当
　　�輸送担当者は、派遣団参加者の集散輸送ならびに資器材の輸送について、派遣団長を支援
する。大会本部輸送部と協働して、派遣団の輸送計画について旅行業者・バス業者等と調
整を図る。

⑥　プログラム担当
　　�プログラム担当者は、スカウトセンターでのプログラムならびに全体行事における派遣団
からの出演者・演技に際して、その企画・実施について派遣団長を支援する。

　（4）派遣隊の編成
①　派遣隊の編成
　　�派遣隊は、次の基準により編成した。特段の事情により、この基準によらず隊を編成する
必要がある場合は、県連盟を通じて日本連盟と事前協議を行い、承認を得ることとした。

　　　隊　　長　　　　　　　　　　　　　　1人
　　　副長および副長補　　　　　　　　　　3人（ただし少なくとも1人は副長とする）
　　　上級班長（ベンチャースカウト）　　　 （1人）上級班長の人数はＶＳ班に含める
　　　Ｖ Ｓ 班　4〜8人×1こ班　　　4～8人
　　　Ｂ Ｓ 班　7～8人×4こ班　　　２8～3２人　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計40人
②　班の編成
　　�生活およびプログラム参加を考慮して、また、ボーイスカウトのリーダーシップを発揮さ
せるよう、ボーイスカウトとベンチャースカウトを分けて別の班編成とした。
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15．ジャンボリー活動・プログラム
　今大会の会期はこれまでのジャンボリーの5日間より2日長い7日間（入場日、退場日を入れ
ると8泊9日）とし、参加対象も小学校6年生から高校3年生までとした。
　これまで奉仕隊や上級班長、隊付として参加していたベンチャースカウトは、ボーイスカウト
の班と同様にベンチャースカウトの班で各プログラムに参加し、プログラムの「挑戦課題や達成
目標（達成度）」により、ボーイスカウトよりも高いレベルを求めた。

　（1）テーマ別プログラムの概要
　１5NJでは、すべての参加者が体験する中心
的なプログラムを、世界スカウトジャンボリー
を意識したテーマ別に設定し、半日または一日
の単位で場内と場外で実施した。参加スカウト
はサブキャンプを基本単位とするグループ毎
に、6つのテーマ別プログラムを決められた日
程で体験した。参加スカウトは大会期間中に、
国連機関や関係団体の協力を得て実施される地
球開発村（GDV）をはじめとする、すべてのテー
マ別プログラムに参加した。各テーマ別プログ
ラムには、それぞれ多種多彩なプログラムを準
備した。

プログラムサイト名
一文字漢字・英語略称 日数 場所 活動の概要・テーマに関するキーワード

①

地球開発村
（GLOBAL DEVELOPMENT 

VILLAGE）
愛・ＧＤＶ

半日 場内

現代の世界が直面する地球規模の諸問題につい
て理解し、こうした問題に対して自分たちが何
をできるかを考え、行動に結びつける手法を身
につける。
「未来」「理解」「共有」「共生」

②
文化の交差点

（CROSSROAD OF CULTURE）
絆・ＣＲＣ

半日 場内

各県連盟派遣団、各国派遣団提供プログラムに
よる、文化交流、友情・交歓、日本の伝統・文
化を理解する場とする。
「隣人」「融合」「世界」「地球」

③
健康と安全

（HEALTH AND SAFETY）
命・ＨＥＳ

半日 場内
健康と安全について、安全や衛生、食育、生活
習慣、体力増進等の視点から学ぶ。
「安全」「生活」「資源」「環境」

④
科学の都市

（CITY OF SCIENCE）
環・ＣＯＳ

半日 場内

科学技術の進歩に接し、エネルギー資源やエコ
ロジーの視点から、環境と人間の営みについて
学ぶ。
「未来」「発展」「資源」「環境」

⑤ 冒険と自然探求
（ADVENTURE AND 
EXPLORING NATURE）

技・ＡＥＸ

2モジ
ュール
で一日

場内

スカウト技能を駆使し、自然環境を利用した冒
険的なプログラムに挑戦する。また、開催地の
自然を生かしたプログラムにより自然を探求
し、感謝の念を深める。
「冒険」「挑戦」「探求」

⑥

⑦ 地域社会奉仕
（COMMUNITY SERVICE）

心・ＣＳＥ
一日 場外

会場周辺の地域を知り、地域での様々な体験や
奉仕活動を中心に展開する。
「網（ネットワーク）」「奉仕」「活動広報」⑧

各プログラムの詳細は、29頁を参照
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　（2）テーマ別プログラム実施日
　テーマ別プログラムの実施日は、8月3日（火）・8月4日（水）・8月6日（金）・8月7日（土）
の4日間とした。

　（3）モジュール（module）制による参加方式
　１5NJでは、プログラムの参加単位・枠組みとして、世界スカウトジャンボリーでも採用さ
れているモジュール制で実施した。大会期間中の4日間をプログラム実施日として、その午前
と午後で合計8コマのプログラム参加時間を設定した。プログラムの参加人数を平均化するた
めに、各サブキャンプを2つのグループに分け、大小2つのサブキャンプを組み合わせて、参
加するテーマ別を定めた。これにより、各テーマ別プログラムには半日から一日で、約2千人
（最小48こ隊、最大54こ隊）が参加することになり、期間中に参加スカウト全員がすべてのテー
マ別プログラムに参加することができた。
　①～⑥は、場内で展開されるテーマ別プログラムで、半日単位で実施します。この内、⑤⑥
は、2つのモジュール（半日＋半日）を一日で、午前と午後をとおして実施した。
　⑦⑧は、場外・周辺地域で展開されるテーマ別プログラムで、一日単位で実施した。実施場
所へはバスまたは徒歩や自転車で移動した。従前のエクスカーション（excursion：遊覧旅行）
を目的とするものではなく、地域社会奉仕を基盤とした体験活動とした。
　テーマ別プログラムに加えて、空いた時間にジャンボリー広場のプログラムから自分の好き
なプログラムを選択して参加することもできた。
　場内の各プログラムには班単位で移動・参加し、場外のプログラムは隊指導者が必ず引率す
ることとした。

日程 8月2日
（月）

8月3日
（火）

8月4日
（水）

8月5日
（木）

8月6日
（金）

8月7日
（土）

8月8日
（日）

主な行事等 開会式 プログラム プログラム スカウト
平和の日 プログラム プログラム 閉会式

午前の活動
（09：00～12：00） ─ ○ ○ 平和祈念式典 ○ ○ ─

午後の活動
（13：30～16：30） 開会式 ○ ○ ジャンボリー

大集会 ○ ○ ─

〈モジュール編成と参加プログラム〉� 網かけは午前・午後を通じた1日プログラム

サブキャンプ 隊数
8月3日（火） 8月4日（水） 8月6日（金） 8月7日（土）
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

ファイア
（火）

－1 16 愛 GDV 絆 CRC 技 AEX 技 AEX 心CSE 心 CSE 命 HES 環 COS
－2 16 環 COS 愛 GDV 心 CSE 心 CSE 技 AEX 技 AEX 絆 CRC 命 HES

ウォーター
（水）

－1 30 絆 CRC 命 HES 技 AEX 技 AEX 心 CSE 心 CSE 環 COS 愛 GDV
－2 30 心 CSE 心 CSE 環 COS 愛 GDV 絆 CRC 命 HES 技 AEX 技 AEX

ツリー
（木）

－1 20 命 HES 環 COS 心 CSE 心 CSE 技 AEX 技 AEX 愛 GDV 絆 CRC
－2 20 技 AEX 技 AEX 絆 CRC 命 HES 環 COS 愛 GDV 心 CSE 心 CSE

アース
（土）

－1 33 環 COS 愛 GDV 心 CSE 心 CSE 技 AEX 技 AEX 絆 CRC 命 HES
－2 33 愛 GDV 絆 CRC 技 AEX 技 AEX 心 CSE 心 CSE 命 HES 環 COS

オーシャン
（海）

－1 29 技 AEX 技 AEX 愛 GDV 絆 CRC 命 HES 環 COS 心 CSE 心 CSE
－2 29 心 CSE 心 CSE 命 HES 環 COS 愛 GDV 絆 CRC 技 AEX 技 AEX

リバー
（川）

－1 30 技 AEX 技 AEX 絆 CRC 命 HES 環 COS 愛 GDV 心 CSE 心 CSE
－2 30 命 HES 環 COS 心 CSE 心 CSE 技 AEX 技 AEX 愛 GDV 絆 CRC

マウンテン
（山）

－1 25 心 CSE 心 CSE 命 HES 環 COS 愛 GDV 絆 CRC 技 AEX 技 AEX
－2 25 技 AEX 技 AEX 愛 GDV 絆 CRC 命 HES 環 COS 心 CSE 心 CSE

スカイ
（空）

－１ 18 心 CSE 心 CSE 環 COS 愛 GDV 絆 CRC 命 HES 技 AEX 技 AEX
－２ 18 絆 CRC 命 HES 技 AEX 技 AEX 心 CSE 心 CSE 環 COS 愛 GDV
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　（4）自由参加プログラムなどテーマ別以外のプログラム
①　ジャンボリー広場
　�　ジャンボリー広場では、テーマ別プログラムの各サイトへの往復時などに自分たちの好き
なプログラムを選択して自由に参加することができ、会場に訪れる見学者にも提供した。

②　サブキャンプ・ライフ（SUB CAMP LIFE）
　�　１5NJでは、参加スカウトのキャンプサイトでの生活そのものもプログラムと捉えるとと
もに、サブキャンプ内での仲間作りや交流などを目的に自由に参加できるプログラムを設定
した。班のシンボルである班旗の作成や、奉仕活動、交歓行事等を奨励した。
③　スカウト通信員（SCOUT CORRESPONDENTS）
　�　大会参加者が広報活動に携わる機会を多くつくり、参加者との協働による広報活動を展開
した。各派遣隊から1人のスカウト通信員と各派遣団に担当指導者を依頼して、スカウト自
らが大会で得た体験や経験を、自らの手により社会に発信した。

　（5）信仰奨励のためのプログラム（FAITH AND BELIEFS）
　「各人の信仰」に基づいて、大会に参加したスカウト一人ひとりが、更に明確な信仰を持つ
よう、ジャンボリー広場で信仰奨励のための活動や、スカウト平和の日の活動などを通じた信
仰奨励プログラムを展開した。また、参加者の信仰に基づいた、スカウツオウンや日々の礼拝
の実施を奨励した。

　（6）ジャンボリー・フレンドシップ・アワード（JAMBOREE FRIENDSHIP AWARD）
　参加スカウトがキャンプ生活を含む期間中の諸活動に積極的に取り組めるよう、アワードを
設けた。
　実際に大会に参加し、ジャンボリー活動を行った者の証として、8月5日の夕刻以降に、大
会の目的とコンセプトの理解と達成を確認して、各派遣隊長から授与された。

〈モジュール制によるグループ別参加日程の例〉

プログラムサイト名（仮称）
8月3日（火）8月4日（水）8月6日（金）8月7日（土）
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

① 地球開発村
（GLOBAL DEVELOPMENT VILLAGE） ア イ ウ エ オ カ キ ク

② 文化の交差点
（CROSSROAD OF CULTURE） イ ア エ ウ カ オ ク キ

③ 健康と安全
（HEALTH AND SAFETY） キ ク ア イ ウ エ オ カ

④ 科学の都市
（CITY OF SCIENCE） ク キ イ ア エ ウ カ オ

⑤ 冒険と自然探求
（ADVENTURE AND EXPLORING NATURE）

オ キ ア ウ
⑥ カ ク イ エ
⑦ 地域社会奉仕
（COMMUNITY SERVICE）

ウ オ キ ア
⑧ エ カ ク イ

名称 概要
スカウトセンター 各国派遣団、各県連盟派遣団、日本連盟によるスカウト活動の紹介。
スカウト展示 ボーイスカウトによる海外プロジェクトなどの紹介や展示、対話型プログラ

ムが提供されるほか、切手やワッペンなどのスカウトコレクション、アマチュ
ア無線の運用、協賛企業や後援先、自治体、各種団体などによる活動紹介。

信仰奨励 各人の信仰に基づき、更に明確な信仰を持つ契機となるよう、各教宗派によ
る展示、祈りの場を設け、様々な信仰や信条に触れ合う機会とした。
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　（7）全体行事（ARENAEVENTS）
　参加者が会場の中心にある朝霧アリーナに集合して、次の3行事が行われた。
　　開会式　8月2日（月）・ジャンボリー大集会　8月5日（木）・閉会式　8月8日（日）

　（8）スカウト平和の日（SPECIAL PROGRAMME FOR PEACE）
　大会4日目の8月5日（木）を「スカウト平和の日」とし、１5NJの生活および活動全般を通じ
て、統一したテーマのもとに、スカウトとして世界の平和について考える一日とした。世界平
和を脅かす地球規模の環境問題や地域紛争、人権問題などへの関心を高め、スカウトとしてど
のようにそれらの課題にチャレンジするのかを、大会をとおして考え、世界のスカウト運動の
一員としての自覚を高めた。
①　期間中を通して行われたプロジェクト
（ア）千羽鶴プロジェクト
　�　大会に参加する全てのスカウト・指導者は、みんなで協力し合い、事前訓練等で、折り紙
に平和メッセージを書き添えた折鶴を持参した。
　　折鶴は、サブキャンプごとに千羽鶴へと束ねられ、期間中、信仰奨励サイトに展示された。
②　8月5日に行われたプロジェクト
　8月5日のスカウト平和の日は、アリーナから鳴り響く「平和の鐘」により始まり、平和に
ついて考える様々な活動やプロジェクトを実施した。また、夜の静けさの中に「スカウト平和
の日」の終わりを告げる鐘の音が響き渡り、参加者全員で取り組んだ大切な時間を明日に生か
し、大会後半のスタートに備えた。
（ア）富士サンライズメモリー
　�　富士山から昇る朝日を仰ぎ、自然の美しさ、雄大さ、気高さを体感し、自らが「生かされ
ている存在」であることを強く意識し、平和への感謝の心を高めていった。各派遣隊でスカ
ウツオウンを行い、「スカウト平和の日」の意味を学び合い、今日一日は、争いのない「平和」
について考えた。

（イ）トウモロコシプロジェクト
　�　飢餓で苦しむ国には、米・麦とともに三大穀物に数えられるトウモロコシの粉が援助物資
として届けられており、飢餓で苦しむ子どもたちの思いを致し、この日の朝食はトウモロコ
シの粉を配給した。プロジェクトで感じたことをメッセージカードに記入して、アリーナで
モニュメントにした。

（ウ）平和のつどい
　�　「平和」をテーマにした集いを各教宗派により実施して、自らで求める教宗派もしくは自
分の家が信ずる教宗派、興味がある教宗派等により、「平和のつどい」に参加を奨励した。

（エ）世界スカウト平和祈念式典
　�　地球に生きる全ての人たちが平和に暮らせるようにと、ジャンボリーに参加する全てのス
カウトが一同に会し、平和祈念式典を実施した。ボーイスカウトのちかいのもと、全ての教
宗派が出生、人種、信条の区別なく、一つになって平和を願い、メッセージを発信した。

（オ）夕食～感謝の夕べ＆交歓会
　�　今日一日生かせていただいた感謝と、無事に食事ができることへの感謝を込めて、全員で
「スカウトは感謝の心を持つ」の唱和し、夕食をいただいた。また、派遣隊ごとの交歓会を
ひらき「平和」のプログラムが実施できることを奨励した。

（カ）和みの営火
　�　「スカウト平和の日」の一日の終わりに、「和みの営火」を実施した。営火を通じて今日一日
を振り返り、和みの時間とした。どんなことをすれば世界が平和に向かうのか、私たちにで
きることは何か、今一度振り返る機会にして、明日からのスタートにした。
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〈各テーマ別プログラムの内容〉

サイト名 地球開発村　愛（あい）
GDV（GLOBAL DEVELOPMENT VILLAGE）参加方法

初回は、現地受付順2順目以降は、時
間指定のファストパス制

実施場所 場内（朝霧野外活動センターの広場） 日数 半日（指定された午前か午後の3時間）
参加単位 班単位 見学者 一般見学可能
時間設定 1サイクル１00分（説明１0分　体験学習4箇所で60分　ふりかえり学習30分）

概要
Ｂ─Ｐ最後のメッセージにある平和・環境・人権・健康という幅広いプログラムとして、各コー
ナーを回ることで地球規模での現状を知り、問題点を探り、認識したことを共に話し合うこと
により、今後の身近な活動とするための体験学習の場所です。

分類№ プログラムの内容 所要時間
分/1回

愛－01
4つのテーマに該当する次のプログラムを実施
○世界遺産、識字教育に関すること
○野生生物の保護に関すること
○AIDS予防に関すること
○世界の子どもが置かれている状況に関すること
○麻薬・覚せい剤の乱用防止に関すること
○世界の難民に関すること
○国際協力に関すること
○「持続可能な開発のための教育の10年」について
○環境保全研究の野外調査に関すること
○ストリートチルドレン支援に関すること
○飢餓と貧困の問題に関すること
○世界の人口問題に関すること
○国境なき医師団の活動に関すること
○赤十字の活動に関すること
○ことばと文化の学びと交流の促進に関すること
○環境教育に関すること　他

各講座とも
説明10分
体験学習①～④60分
ふりかえり学習30分
で1サイクル

愛－02

愛－03

愛－04

1．�Ｂ─Ｐ最後のメッセージにある平和・環境・人権・健康という幅広いプログラムとして、展示された
コーナーを回ることで地球規模での現状を知り、問題点を探り、認識したことを共に話し合うこと
により今後の身近な活動のための体験学習の場所です。

2．�平和に関することでは、国際協力に関すること、国境無き医師団の活動に関すること、アジア太平
洋地域提携プロジェクト派遣に関することなどから1つを体験学習します。

3．このほか，環境・人権・健康に関することから4つを体験学習します。
4．体験学習の理解度を高めるために、「ふりかえり学習」（約30分）も実施します。
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サイト名 文化の交差点　絆（きずな）
CRC（CROSSROAD OF CULTURE） 参加方法 現地受付順

実施場所 場内（朝霧ジャンボリーオートキャンプ場の
K、AC電源、Iの各サイト） 日数 半日（指定された午前か午後の3時間）

参加単位 班単位 見学者 一般見学可能
時間設定 １80分のコーナーが5つ

概要 「隣人」「融合」「世界」「地球」
異文化交流、友情・交歓、日本の伝統・文化を理解する場所です。

分類№ プログラムの内容 所要時間
分/1回

絆－01 おいしいツイスト、ダンパーが食べたい。こんなエコ料理知っている？
郷土料理を教えてあげる。コンテストもやり、表彰状と記念品が出ます。 180

絆－02

フライドポテトをつくるぞ、いや、たこ焼きだ。本流は焼きそばかな？粉から作
るのだ。
かっこいい、手作りチーフリングがあるぞ。携帯ストラップの実演販売だ。
さあ、50の屋台がならんだ。いちばんの人気はどこの斑？

180

絆－03 出入りを含めて6分間のオンステージ
郷土芸能、ボイパ、ものまね、ブレイクダンス、漫才、コントなんでもいいぞ!!! 180

絆－04 ジャグリングに挑戦！
インストラクターの演技を見て、練習、発表だ！ 180

絆－05
和の道を究めよう。和の道へは班で参加です。
その場では個人で杖道・茶道・華道・書道のいずれかを選び、インストラクター
の指導のもと、体験します。

60
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サイト名 健康と安全　命（いのち）
HES（HEALTH AND SAFETY） 参加方法 現地受付順

実施場所 場内（朝霧ジャンボリーオートキャンプ場の
M、Nの各サイト） 日数 半日（指定された午前か午後の3時間）

参加単位 班単位 見学者 一般見学可能
時間設定 40分～80分のコーナーが6つ

概要
「命」を守ること、救うこと、自分の体について知る、障害について知る（キャップハンディ）
プログラムが用意されています。これらのプログラムを通じて、日頃のスカウト活動で身に付
けた救急法技能を試したり、健康の大切さ、「命」の大切さを学んでください。

分類№ プログラムの内容 所要時間
分/1回

命－01
身に付けた救急法や搬送法を駆使して、怪我人を救出する模擬体験し、班対抗の
ゲーム形式でプログラムを展開します。
自衛隊の災害支援活動や、救助システムについて、知ることが出来ます。

80

命－02
パネル展示を見学することで災害についての理解を深め、起震車を体験すること
で地震の揺れや地震の際の対処法を学び、大規模災害支援に関わるスカウトの活
動をパネル等の見学を通じて学び、屋内火災の煙の怖さを体験します。

50

命－03 応急処置の実演と指導（三角巾の使い方、止血法など）を行い、心肺蘇生法の体験、
AEDの使い方についても学びます。 80

命－04
身長、体重、座高、胸囲、腹囲、腕を広げた長さなどを計測し、それを基準にし
た計測法を学びます。
血圧、体脂肪測定を体験し、体調と数値の変化、最新医療機器について学びます。

40

命－05

目で見る、耳で聞く、触る、味を見る、臭いを嗅ぐなどの五感をフルに使ってゲー
ムを体験します。
生活する上で「五感」が大切なことを体験により学びます。スカウト活動は「五感」
が大切だということを実感します。

80

命－06

車イスを使って肢体不自由の障がいについて、白杖体験により視覚障害について、
手話を体験することにより聴覚障害について、学びます。
自助具等の展示物の見学を通して障がいについて、盲導犬の活動実演パネルの見
学を通じて育成と役割について理解します。

80


